
AIを活用した呼吸器病・消化器病・周産期疾病の早期発見技術の開発（畜産・酪農分野） 

 

子牛における体表温センサによる発熱基準の設定と実証 

 

技術開発のねらい 

「尾部センサシステムの市販化」というアウトカム目標を達成するため、尾装着型体表温センサ（尾部セ

ンサ）の高機能化を行うとともに、センサのアプリケーションの一つとして発熱検知手法の開発を行いまし

た。具体的には、高機能化として、防水・防塵性能の強化を行うとともに、筐体サイズをほとんど変えるこ

となく、搭載する電池を大容量のものへと変更しました。また、発熱検知法の開発では、感染試験を行うと

ともに、外気温の影響を考慮し、異なる季節において実証試験を実施しました。本技術は、乳用牛・肉用

牛を問わず子牛で多発する呼吸器病等の発熱性疾患の早期発見に利用可能であると期待されます。 

 

 

開発成果の特長： 

チップアンテナと磁気スイッチを搭載して防水・防塵性を向上させ、電池寿命も従来の４倍とした改良型

体表温センサ（尾部センサ）（写真１）を開発しました。また、子牛呼吸器病の主な原因菌である

Histophilus somni の感染試験から、尾部センサによる発熱基準の設定を行いました。実証試験農場にお

いて、直腸温による発熱判定（39.7℃以上）との比較を行った結果、尾部センサにより高感度・高精度に

発熱検知が可能であることを明らかにしました（表１）。 

 

 

 

 

 

 

今後の展開方向・見込まれる波及効果等： 

新たに開発した改良型尾部センサは長寿命化が期待できます。本センサシステムは実際の農場にお

いても発熱性疾患を効率よく検知可能であることを示すだけでなく、データを蓄積することで、発熱性疾患

への罹患を予測可能なシステムの構築につながると期待されます。 
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